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二
〇
一
三
年
に
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
＆
ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
ロ
・
ダ
・
ピ
ー

サ
『
世
界
の
記
：「
東
方
見
聞
録
」
対
校
訳
』（
名
大
出
版
会
）
を
、

二
〇
一
六
年
に
『
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
と
ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
ロ
：
物
語
「
世

界
の
記
」
を
読
む
』（
近
代
文
芸
社
）
を
出
版
し
大
き
な
イ
ン
パ
ク

ト
を
与
え
た
高
田
英
樹
氏
（
以
下
「
訳
者
」）
が
新
た
に
上
梓
し
た

の
は
、
一
三
世
紀
か
ら
一
四
世
紀
に
か
け
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
編
ま
れ

た
、
一
五
点
（
プ
ラ
ス
ア
ル
フ
ァ
）
に
及
ぶ
様
々
な
「
東
方
」、
な

か
ん
ず
く
モ
ン
ゴ
ル
に
関
す
る
諸
記
録
の
編
訳
で
あ
る
。
個
人
の
手

に
な
る
史
料
翻
訳
と
し
て
は
近
年
類
を
見
な
い
規
模
の
労
作
で
あ

り
、
な
に
よ
り
も
先
に
畏
敬
の
念
を
禁
じ
え
な
い
。
訳
出
さ
れ
た
作

品
は
、
目
次
に
沿
え
ば
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
第
Ⅰ
部

一
　
マ
シ
ュ
ー
・
パ
リ
ス
『
大
年
代
記
』（
抄
）

二
　
カ
ル
ピ
ニ
『
モ
ン
ガ
ル
人
の
歴
史
』（
附
「
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・

ポ
ロ
ヌ
ス
修
道
士
の
報
告
」、「
タ
ル
タ
ル
人
皇
帝
宛
教
皇
イ
ン
ノ

ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
書
簡
」、「
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
宛
グ

ユ
ク
返
書
」）

三
　
シ
モ
ン
・
ド
・
サ
ン
カ
ン
タ
ン
『
タ
ル
タ
ル
人
の
歴
史
』

四
　
ル
ブ
ル
ク『
旅
行
記
』（
附「
ル
イ
九
世
宛
エ
ル
チ
ギ
デ
イ
書
簡
」、

「
ル
イ
王
宛
オ
グ
ル
・
ガ
イ
ミ
シ
ュ
返
書
」）

五
　
リ
コ
ル
ド
ゥ
ス
・
デ
・
モ
ン
テ
・
ク
ル
キ
ス
『
巡
礼
記
』（
抄
）

六
　
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
／
ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
ロ
・
ダ
・
ピ
ー
サ
『
世
界

の
記
』（
抄
）

七
　
ハ
イ
ト
ン
『
東
方
史
の
華
』

八
　
モ
ン
テ
コ
ル
ウ
ィ
ー
ノ
と
修
道
士
た
ち
（「
ク
ビ
ラ
イ
宛
ニ
コ

ラ
ウ
ス
四
世
書
簡
」、「
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
宛
ア
ル
グ
ン
書
簡
」、「
モ

ン
テ
コ
ル
ウ
ィ
ー
ノ
書
簡
（
三
通
）」、「
ザ
イ
ト
ン
司
教
ペ
レ
グ

リ
ヌ
ス
修
道
士
書
簡
」、「
ア
ン
ド
レ
ア
ス
・
デ
・
ペ
ル
シ
オ
修
道

士
書
簡
」）

九
　
オ
ド
リ
ク
ス
『
東
方
記
』

一
〇
　
マ
リ
ニ
ョ
ッ
リ『
ボ
ヘ
ミ
ア
年
代
記
』東
方
記
事（
抄
）（
附「
ベ

ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
一
二
世
宛
ト
ゴ
ン
・
テ
ム
ル
書
簡
」、「
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
ゥ
ス
一
二
世
宛
ア
ラ
ン
人
君
侯
た
ち
の
書
簡
」）

書
　
評

高
田
英
樹
（
編
訳
）

『
原
典
　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
方
記
』

（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
九
年
）

村
田
　
光
司
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第
Ⅱ
部

一
一
　
プ
レ
ス
ビ
テ
ル
・
イ
ォ
ハ
ン
ネ
ス
の
書
簡

一
二
　
ペ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
『
商
取
引
実
務
』（
抄
）

一
三
　
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ォ
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』（
抄
：「
チ
ポ
ッ
ラ
修
道
士

の
旅
」、「
ナ
タ
ン
と
ミ
ト
リ
ダ
ネ
ス
」）

一
四
　
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
サ
ン
タ
・
マ
リ
ー
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
教
会

ス
ペ
イ
ン
礼
拝
堂
壁
画

一
五
　
カ
タ
ラ
ン
・
ア
ト
ラ
ス

　　
大
き
く
二
部
に
分
か
た
れ
た
う
ち
の
第
Ⅰ
部
は
東
方
に
関
す
る
直

接
的
な
記
録
を
、
第
Ⅱ
部
は
よ
り
間
接
的
な
証
言
で
は
あ
る
が
ユ

ニ
ー
ク
な
作
品
群
を
扱
う
。信
じ
難
い
こ
と
に
、以
上
の
う
ち
二
、三
、

四
、七
、八
、九
、一
一
は
（
ほ
ぼ
）
全
訳
で
あ
る
。
本
来
で
あ
れ
ば
い

ず
れ
の
作
品
も
（
訳
者
自
身
述
べ
る
よ
う
に
）
単
独
で
モ
ノ
グ
ラ
フ

と
な
る
対
象
で
あ
り
、
ま
た
各
々
の
史
料
と
し
て
の
性
格
も
様
々
で

あ
る
（
従
っ
て
本
来
で
あ
れ
ば
、
章
ご
と
の
「
書
評
」
が
必
要
と
な

ろ
う
）。
基
本
方
針
と
し
て
訳
者
は
、
す
べ
て
校
訂
本
（
可
能
で
あ

れ
ば
写
本
も
参
照
）
に
基
づ
く
原
典
か
ら
の
翻
訳
で
あ
る
こ
と
を
掲

げ
、
各
作
品
の
性
格
や
背
景
、
写
本
、
校
訂
、
既
存
訳
に
つ
い
て
簡

単
な
解
説
を
付
し
て
い
る
。
あ
ら
か
じ
め
訳
文
に
つ
い
て
述
べ
て
お

く
な
ら
ば
、
全
体
と
し
て
直
訳
調
で
は
あ
る
も
の
の
読
み
や
す
く
、

訳
者
の
文
学
研
究
者
と
し
て
の
側
面
が
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ
て
い

る
。

　
以
下
で
は
作
品
ご
と
に
簡
単
な
所
見
を
述
べ
、
次
い
で
本
書
全
体

に
対
す
る
若
干
の
指
摘
を
行
う
こ
と
で
書
評
の
責
を
塞
ぎ
た
い
。
評

者
の
第
一
の
専
門
は
ビ
ザ
ン
ツ
史
で
あ
り
、
ま
た
紙
幅
の
都
合
上
こ

こ
に
訳
出
さ
れ
た
す
べ
て
の
作
品
に
つ
い
て
詳
し
く
論
評
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
本
書
評
は
本
訳
書
の
補
遺
と
な
る
こ
と
を

願
っ
て
、
訳
文
そ
の
も
の
よ
り
も
、
参
照
さ
れ
る
べ
き
関
連
研
究
の

指
摘
に
重
き
を
置
く
こ
と
と
す
る
（
な
お
各
章
の
著
者
名
と
作
品
名

は
、
訳
者
の
そ
れ
に
従
う
）。

　
第
Ⅰ
部
、
第
一
章
は
一
三
世
紀
中
葉
に
セ
ン
ト
・
オ
ー
ル
バ
ン

ズ
修
道
院
で
活
動
し
た
マ
シ
ュ
ー
・
パ
リ
ス
（
一
二
〇
〇
年
頃
―

一
二
五
九
年
）
の
『
大
年
代
記
』
か
ら
、
モ
ン
ゴ
ル
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

進
出
に
関
す
る
一
二
四
〇
年
か
ら
一
二
四
四
年
ま
で
の
一
〇
の
記
事

を
訳
出
す
る
。
こ
れ
ら
は
モ
ン
ゴ
ル
が
い
よ
い
よ
ハ
ン
ガ
リ
ー
や

ポ
ー
ラ
ン
ド
を
襲
撃
し
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が
彼
ら
の
具
体
的
な

情
報
を
入
手
し
、
差
し
迫
る
恐
怖
に
混
乱
す
る
様
子
を
よ
く
伝
え
て

い
る
。
マ
シ
ュ
ー
の
情
報
源
は
、
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
の
事
件
の
目
撃

者
や
近
し
い
関
係
者
、
そ
し
て
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
家
に
届
い
た
数
多

の
書
簡
で
あ
り
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
が
当
時
得
ら
れ
た
情
報
の
内

容
と
形
を
か
な
り
の
程
度
再
現
し
て
い
る
点
で
価
値
が
高
い
（
１
）

。
個
別

の
記
事
は
こ
れ
ま
で
も
邦
訳
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
原
文
の
ラ
テ

ン
語
か
ら
纏
ま
っ
た
数
の
記
事
を
訳
出
し
た
の
は
本
書
が
初
め
て
で
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高
田
英
樹
（
編
訳
）『
原
典
　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
方
記
』（
村
田
）

あ
ろ
う
。
た
だ
訳
者
は
、
訳
出
部
分
の
選
択
基
準
に
つ
い
て
は
細
か

く
述
べ
て
い
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
マ
シ
ュ
ー
は
他
に
も
二
〇
箇
所

ほ
ど
で
モ
ン
ゴ
ル
関
連
の
記
述
を
残
し
て
い
る
（
２
）
。
と
り
わ
け
モ
ン
ゴ

ル
の
「
最
初
の
記
録
」（
五
頁
）
は
一
二
四
〇
年
の
記
事
で
は
な
く
、

す
で
に
一
二
三
八
年
の
記
述
の
な
か
に
、「
サ
ラ
セ
ン
人
」（
イ
ス

マ
ー
イ
ー
ル
派
）
使
節
が
「
タ
ル
タ
リ
」
の
侵
攻
を
フ
ラ
ン
ス
王
と

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
に
伝
え
た
記
事
が
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
も
邦
訳

に
含
め
れ
ば
一
層
価
値
が
増
し
た
で
あ
ろ
う
（
３
）

。
蛇
足
な
が
ら
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
モ
ン
ゴ
ル
と
の
接
触
を
示
す
の
で
あ
れ
ば
、
マ
シ
ュ
ー
よ

り
も
早
期
に
著
さ
れ
た
記
録
を
訳
し
て
も
良
か
っ
た
よ
う
に
思
う
。

例
え
ば
ハ
ン
ガ
リ
ー
王
ベ
ー
ラ
四
世
の
命
に
よ
り
一
二
三
五
年
と

一
二
三
七
年
に
カ
ス
ピ
海
北
方
へ
派
遣
さ
れ
た
ド
ミ
ニ
コ
会
士
ユ
リ

ア
ヌ
ス
は
、
着
実
に
迫
る
モ
ン
ゴ
ル
の
不
気
味
な
姿
を
彼
の
報
告
書

で
伝
え
て
い
る
（
４
）
。

　
細
か
い
点
を
い
く
つ
か
指
摘
す
る
と
、冒
頭
「
写
本
」
説
明
（
四
頁
）

に
お
い
て
、『
大
年
代
記
』
の
自
筆
写
本
が
一
二
五
三
年
ま
で
の
記

述
で
終
わ
り
、
そ
の
縮
小
版
で
あ
る
『H

istoria Anglorum
』
が

「
一
〇
七
〇
―
一
二
五
三
年
と
上
記
の
続
き
一
二
五
四
―
五
九
年
を

収
め
る
」
と
あ
る
が
、
正
確
に
は
『H

istoria Anglorum

』
も

一
二
五
三
年
の
記
述
で
終
わ
り
、
以
降
五
九
年
ま
で
の
記
述
は
別

の
写
本
で
伝
わ
る
（
５
）
。
訳
文
で
は
、「
フ
ン
ガ
リ
ア
／
ハ
ン
ガ
リ
ア
」

（H
ungaria

）、「
ア
ウ
ス
ト
リ
ア
／
オ
ー
ス
ト
リ
ア
」（Austria

）

の
表
記
ゆ
れ
が
み
ら
れ
る
。
一
三
頁
下
か
ら
四
行
目
の
「
常
な
る
」

（sem
per

）
は
「
後
継
者
」
で
は
な
く
「
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス
」
に
掛

か
る
だ
ろ
う
か
。

　
第
二
章
は
、
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
に
よ
り
モ
ン
ゴ
ル

宮
廷
へ
と
派
遣
さ
れ
、
一
二
四
六
年
に
グ
ユ
ク
と
面
会
し
た
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
士
カ
ル
ピ
ニ
（
一
一
八
五
頃
―
一
二
五
二
年
）
の
『
モ
ン

ガ
ル
人
の
歴
史
』
全
九
章
の
訳
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、
カ
ル
ピ
ニ

の
こ
の
報
告
書
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
の
ま
と
ま
っ
た
事
情
を
初
め
て

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
も
た
ら
し
た
点
で
、
同
時
代
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
勢
力
に

と
っ
て
も
、現
代
の
研
究
者
に
と
っ
て
も
抜
き
ん
出
た
価
値
を
持
つ
。

日
本
語
で
は
、
第
四
章
の
ル
ブ
ル
ク
と
あ
わ
せ
護
雅
夫
に
よ
る
英
語

と
ド
イ
ツ
語
か
ら
の
重
訳
が
あ
っ
た
が
、
ラ
テ
ン
語
原
文
か
ら
の
日

本
語
訳
は
本
書
が
初
で
あ
る
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
訳
者
が
依
拠
し

た
校
訂
本
（
一
九
二
九
年
）
は
、
す
で
に
一
九
八
九
年
に
Ｅ
・
メ
ネ

ス
ト
ら
に
よ
る
新
版
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
後
者
を
底

本
と
す
べ
き
で
あ
っ
た
（
６
）

。

　
本
章
に
は
付
録
と
し
て
、
カ
ル
ピ
ニ
に
同
行
し
た
修
道
士
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
ポ
ロ
ヌ
ス
の
報
告
（
７
）
、
カ
ル
ピ
ニ
ら
が
持
参
し
た
タ

ル
タ
ル
人
皇
帝
宛
教
皇
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
書
簡
（
８
）
、
そ
し
て

こ
れ
に
対
す
る
グ
ユ
ク
の
返
書
ペ
ル
シ
ア
語
版
の
邦
訳
も
載
せ
ら
れ

て
い
る
。
最
後
の
文
書
は
宮
紀
子
氏
に
よ
っ
て
原
文
か
ら
邦
訳
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
（
９
）
。
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史
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第
三
章
は
、
カ
ル
ピ
ニ
と
同
時
期
に
教
皇
に
よ
っ
て
、
西
ア
ジ
ア

に
駐
屯
す
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
司
令
官
バ
イ
ジ
ュ
の
元
へ
と
派
遣
さ
れ
た

使
節
の
一
人
、
シ
モ
ン
・
ド
・
サ
ン
カ
ン
タ
ン
の
報
告
書
『
タ
ル
タ

ル
人
の
歴
史
』
で
あ
る
。
こ
の
作
品
自
体
は
現
存
し
な
い
が
、
今

日
わ
れ
わ
れ
は
ヴ
ァ
ン
サ
ン
・
ド
・
ヴ
ォ
ー
ヴ
ェ
の
『
歴
史
の
鏡
』

に
み
ら
れ
る
大
部
の
引
用
か
ら
そ
の
大
要
を
復
元
す
る
こ
と
が
出

来
る
。
こ
の
引
用
部
分
は
Ｊ
・
リ
シ
ャ
ー
ル
に
よ
っ
て
纏
め
ら
れ

一
九
六
五
年
に
出
版
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
も
こ
れ
が
決
定
版
と

な
っ
て
い
る
（
訳
者
も
こ
れ
を
利
用
）。
し
か
し
評
者
の
知
る
限
り

こ
れ
ま
で
現
代
語
の
全
訳
は
（
訳
者
は
参
照
し
て
い
な
い
が
）
フ
ラ

ン
ス
語
と
ト
ル
コ
語
で
し
か
な
さ
れ
て
お
ら
ず（
（1
（

、
本
書
で
日
本
語
訳

が
な
さ
れ
た
こ
と
は
快
挙
と
言
っ
て
よ
い（
（1
（

。

　
と
は
い
え
シ
モ
ン
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は
日
本
語
で
も
海
老
澤

哲
雄
に
よ
る
研
究
が
あ
り
、
こ
れ
を
参
照
し
て
い
な
い
の
は
惜
し
ま

れ
る
。
例
え
ば
第
三
八
節
（
一
五
一
―
一
五
二
頁
）
で
シ
モ
ン
が
記

す
グ
ユ
ク
の
即
位
式
の
様
子
の
情
報
源
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
註
で

挙
げ
る
可
能
性
（
シ
モ
ン
以
外
の
テ
ク
ス
ト
か
ら
の
混
入
）
の
ほ
か

に
も
、海
老
澤
が
指
摘
す
る
よ
う
に
シ
モ
ン
ら
が
エ
ル
チ
ギ
デ
イ（
ア

ン
グ
タ
）
一
行
か
ら
聞
い
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る（
（1
（

。
ま
た
シ
モ

ン
の
テ
ク
ス
ト
末
尾
に
は
「
イ
ン
ノ
ケ
ン
テ
ィ
ウ
ス
四
世
宛
バ
イ

ジ
ュ
書
簡
」
お
よ
び
「
バ
イ
ジ
ュ
宛
グ
ユ
ク
書
簡
」
も
付
さ
れ
て
お

り
、
訳
者
も
ペ
リ
オ
ら
の
研
究
を
参
照
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ

い
て
も
海
老
澤
の
研
究
が
よ
り
新
し
く
詳
細
で
あ
る（
（1
（

。

　
第
四
章
は
同
じ
く
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
で
あ
る
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ル

ブ
ル
ク
の
『
旅
行
記
』
全
訳
で
あ
る
。
彼
は
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
九
世

の
命
に
よ
り
一
二
五
三
年
か
ら
一
二
五
五
年
に
か
け
て
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
の
都
カ
ラ
コ
ル
ム
へ
と
派
遣
さ
れ
た
。
ル
ブ
ル
ク
の
報
告
書
は
、

通
過
し
た
ア
ジ
ア
各
地
の
記
録
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
都
事
情
の
詳

細
な
記
述
に
高
い
価
値
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
彼
の
カ
ラ
コ
ル
ム
滞

在
時
に
、
ニ
カ
イ
ア
帝
国
や
ア
ル
メ
ニ
ア
か
ら
も
使
者
が
訪
れ
て
い

た
記
述
は
、
西
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
い
て
西
欧
以
外
に
モ
ン
ゴ
ル
と
積

極
的
な
交
渉
を
行
っ
た
勢
力
の
存
在
に
光
を
当
て
て
い
る（
（1
（

。
第
二
章

の
カ
ル
ピ
ニ
と
同
じ
く
、
護
雅
夫
に
よ
る
重
訳
が
あ
る
が
、
ラ
テ
ン

語
原
文
か
ら
の
日
本
語
全
訳
は
初
で
あ
る
。
ま
た
冒
頭
に
は
、
ル
ブ

ル
ク
の
旅
の
直
前
の
情
勢
を
伝
え
る
「
ル
イ
九
世
宛
エ
ル
チ
ギ
デ
イ

書
簡
」、「
ル
イ
王
宛
オ
グ
ル
・
ガ
イ
ミ
シ
ュ
返
書
」
訳
も
付
さ
れ
て

い
る（
（1
（

。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
ル
ブ
ル
ク
に
つ
い
て
も
、
訳
者
が
底
本

と
し
た
一
九
二
九
年
の
校
訂
本
は
二
〇
一
一
年
に
Ｐ
・
キ
エ
ザ
に
よ

る
新
版
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
の
参
照
が
望
ま

れ
る（
（1
（

。
ま
た
研
究
者
の
あ
い
だ
で
普
及
し
て
い
る
Ｐ
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

と
Ｄ
・
モ
ー
ガ
ン
の
英
訳
も
言
及
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う（
（1
（

。
本

文
訳
に
つ
い
て
は
、
わ
ず
か
な
表
記
ゆ
れ
（「
ウ
ァ
ス
タ
キ
ウ
ス
」

と
「
ヴ
ァ
ス
タ
キ
ウ
ス
」
な
ど
）
の
他
に
評
者
が
気
づ
い
た
点
と
し

て
、
第
三
六
章
に
採
録
さ
れ
る
フ
レ
グ
か
ら
ル
イ
九
世
宛
書
簡
冒
頭
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の
「「
…
地
に
唯
一
の
主
チ
ン
ギ
ス
カ
ン
、
神
の
子
、
デ
ム
ジ
ン
・

チ
ン
ゲ
イ
す
な
わ
ち
鉄
の
音
、
の
他
に
な
し
」」（
二
七
四
頁
）
の
う

ち
、「
デ
ム
ジ
ン
」
以
降
は
後
ろ
に
続
く
ル
ブ
ル
ク
自
身
の
注
釈
の

一
部
で
あ
り
、
書
簡
本
文
で
は
な
い
。
ま
た
そ
の
注
釈
の
う
ち
「
今

や
彼
（
チ
ン
ギ
ス
の
こ
と
―
評
者
）
を
神
の
子
だ
と
言
う
」
に
お
け

る
「
神
の
子
」
は
、
後
ろ
に
続
く
（
フ
レ
グ
の
）「
言
葉
」
に
か
け

る
べ
き
と
の
議
論
も
あ
る（
（1
（

。

　
第
五
章
は
リ
コ
ル
ド
ゥ
ス
・
デ
・
モ
ン
テ
・
ク
ル
キ
ス
（
一
二
四
三

年
頃
―
一
三
二
〇
年
）
の
作
品
を
扱
う
。
彼
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
サ

ン
タ
・
マ
リ
ー
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
教
会
で
研
鑽
を
積
ん
だ
後
東
方

へ
と
旅
立
ち
、
一
二
八
八
年
に
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
へ
と
た
ど
り
着
い

た
。
彼
は
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
人
の
支
配
下
に
あ
る
バ
グ

ダ
ー
ド
へ
と
向
か
う
。
本
書
で
訳
出
さ
れ
る
の
は
、
そ
こ
で
の
経
験

を
綴
っ
た
書
『
巡
礼
記
』
か
ら
モ
ン
ゴ
ル
の
習
俗
に
つ
い
て
述
べ
た

部
分
で
あ
る
（
全
体
の
五
分
の
一
ほ
ど
）。
イ
ェ
ル
サ
レ
ム
に
つ
い

て
は
当
時
の
西
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
知
ら
れ
て
い
た
知
識
を
大
き
く
超

え
る
情
報
は
な
い
も
の
の
、
モ
ン
ゴ
ル
人
や
東
方
キ
リ
ス
ト
教
会
に

つ
い
て
は
ル
ブ
ル
ク
や
カ
ル
ピ
ニ
に
な
い
も
の
を
多
く
含
む
。
訳
者

が
底
本
と
す
る
の
は
い
わ
ゆ
る
Ｗ
写
本
（
一
五
世
紀
）
の
み
に
基
づ

く
一
八
六
四
年
の
刊
本
で
あ
る
が
、
こ
の
テ
ク
ス
ト
に
つ
い
て
は

一
九
八
〇
年
代
に
リ
コ
ル
ド
ゥ
ス
の
自
筆
に
よ
る
写
本
が
発
見
さ
れ

て
お
り
、
他
の
六
写
本
も
踏
ま
え
て
ル
ネ
・
カ
プ
レ
ル
が
校
訂
し
仏

訳
を
付
し
た
新
た
な
刊
本
を
用
い
る
べ
き
で
あ
っ
た（
（1
（

。

　
第
六
章
は
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
／
ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
ロ
・
ダ
・
ピ
ー
サ

の
『
世
界
の
記
』
か
ら
、
フ
ラ
ン
ク
＝
イ
タ
リ
ア
語
版
（
Ｆ
）
を
元

に
、
ポ
ー
ロ
の
カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
ジ
ャ
ワ
ま
で
の
旅
路
を
扱
っ
た
箇

所
の
訳
で
あ
り
、
本
書
の
一
五
〇
頁
近
く
を
占
め
る
。
基
本
的
に
は

二
〇
一
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
訳
書
か
ら
の
部
分
的
再
録
で
あ
る
。
本

書
に
再
録
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
一
部
訳
註
や
図
が
付
加
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
果
た
し
て
こ
れ
ほ
ど
の
頁
数
を
消
費
し
て
ま
で
載
せ
る

べ
き
だ
っ
た
の
か
ど
う
か
疑
問
な
し
と
は
し
な
い
。

　
第
七
章
は
、
一
三
〇
七
年
頃
に
キ
リ
キ
ア
・
ア
ル
メ
ニ
ア
の
王
族

ハ
イ
ト
ン
が
著
し
た
『
東
方
史
の
華
』
の
全
訳
で
あ
る
。
四
巻
か
ら

な
る
本
作
は
ハ
イ
ト
ン
が
ポ
ワ
テ
ィ
エ
に
滞
在
し
た
折
、
教
皇
ク
レ

メ
ン
ス
五
世
の
求
め
に
応
じ
て
献
呈
し
た
、
ア
ジ
ア
の
歴
史
と
地
理

に
関
す
る
叙
述
で
あ
る
。
本
作
は
教
皇
庁
に
い
た
ニ
コ
ラ
ス
・
フ
ァ

ル
コ
ン
に
口
述
筆
記
さ
せ
た
も
の
で
あ
り
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
書
か
れ

て
い
る
が
、
フ
ァ
ル
コ
ン
自
身
に
よ
る
ラ
テ
ン
語
訳
も
伝
来
す
る（
（2
（

。

第
一
巻
は
ア
ジ
ア
の
地
理
に
つ
い
て
、
第
二
巻
は
七
世
紀
に
始
ま
る

イ
ス
ラ
ー
ム
の
進
出
に
つ
い
て
、
第
三
巻
は
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
、
と
り

わ
け
ア
ル
メ
ニ
ア
王
国
と
フ
レ
グ
・
ウ
ル
ス
（
イ
ル
ハ
ン
朝
）
の
関

係
に
つ
い
て
、
そ
し
て
第
四
巻
は
キ
リ
ス
ト
教
圏
と
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

の
同
盟
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
そ
し
て
新
た
な
十
字
軍
の
提
案
で
あ

る（
（2
（

。
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第
八
章
「
モ
ン
テ
コ
ル
ウ
ィ
ー
ノ
と
修
道
士
た
ち
」
は
、
一
三
世

紀
末
に
中
国
に
渡
り
、
以
後
没
す
る
ま
で
の
三
〇
年
近
く
に
わ
た
っ

て
キ
リ
ス
ト
教
布
教
に
努
め
た
モ
ン
テ
コ
ル
ウ
ィ
ー
ノ
（
一
二
四
七

年
―
一
三
二
八
年
頃
）
の
書
簡
三
通
、
彼
の
旅
の
き
っ
か
け
と
な
っ

た
「
ク
ビ
ラ
イ
宛
ニ
コ
ラ
ウ
ス
四
世
書
簡（
（2
（

」、「
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
宛

ア
ル
グ
ン
書
簡
」、
同
じ
く
中
国
で
布
教
を
行
っ
た
ペ
レ
グ
リ
ヌ
ス

と
ア
ン
ド
レ
ア
ス
の
書
簡
、
以
上
七
通
の
書
簡
の
訳
で
あ
る
。
東
方

に
お
け
る
当
時
の
「
ネ
ス
ト
リ
ウ
ス
派
」
キ
リ
ス
ト
教
徒
や
中
国
の

様
子
、
そ
し
て
そ
こ
で
の
布
教
の
苦
労
が
生
き
生
き
と
伝
わ
っ
て
く

る
史
料
で
あ
り
、他
に
報
告
書
な
ど
の
類
が
伝
来
し
て
い
な
い
現
在
、

そ
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
。
た
だ
一
点
、「
フ
ィ
リ
ッ
プ
四
世
宛

ア
ル
グ
ン
書
簡
」
は
ウ
イ
グ
ル
文
字
モ
ン
ゴ
ル
語
で
記
さ
れ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
が
フ
ラ
ン
ス
の
ア
ル
シ
ー
ヴ
・
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に
伝
来
し
て
い

る
が
、
訳
者
が
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
の
は
ド
ー
ソ
ン
に
よ
る
フ

ラ
ン
ス
語
訳
の
み
で
あ
る
（
五
七
七
頁
）。
と
す
れ
ば
こ
こ
だ
け
「
原

典
」
か
ら
の
訳
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
の
で
そ
の
旨
注
記
す
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か（
（2
（

。

　
第
九
章
は
、
一
三
一
〇
年
代
に
出
発
し
中
国
へ
向
か
い
、

一
三
三
〇
年
頃
に
帰
還
し
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
オ
ド
リ
ク
ス
（
オ

ド
リ
ー
コ
）
の
報
告
書
『
東
方
記
』
全
訳
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
広

汎
に
流
布
し
た
が
、
テ
ク
ス
ト
批
判
に
難
を
抱
え
て
い
る
。
ラ
テ
ン

語
版
に
二
つ
の
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト
（
Ｇ
、Ｈ
）
が
あ
る
ほ
か
、「
ト
ス
カ
ー

ナ
覚
え
書
き
」
と
呼
ば
れ
る
イ
タ
リ
ア
語
版
（
Ｍ
Ｔ
）
を
始
め
と
す

る
種
々
の
俗
語
訳
も
存
在
す
る
。
本
書
で
は
Ｇ
版
に
拠
り
つ
つ
、
Ｈ

版
と
Ｍ
Ｔ
版
と
の
異
な
り
を
示
し
た
訳
文
を
提
示
し
て
い
る
。
ラ
テ

ン
語
か
ら
の
初
の
日
本
語
訳
で
あ
る
点
で
本
章
の
価
値
は
揺
る
ぎ
な

い
。
だ
が
こ
の
作
品
に
つ
い
て
も
、
訳
者
の
参
照
し
て
い
な
い
、
既

知
の
ラ
テ
ン
語
諸
版
お
よ
び
俗
語
版
を
踏
ま
え
た
（
初
の
）
本
格
的

な
校
訂
本
が
二
〇
一
六
年
に
Ａ
・
マ
ル
キ
シ
オ
に
よ
っ
て
出
版
さ
れ

て
い
る（
（2
（

。
評
者
に
そ
の
成
功
度
合
い
を
判
断
す
る
能
力
は
な
い
が
、

訳
者
が
こ
の
校
訂
本
を
踏
ま
え
て
い
た
ら
、
訳
文
も
違
う
形
に
な
っ

て
い
た
だ
ろ
う
。

　
第
一
〇
章
は
オ
ド
リ
ク
ス
が
帰
還
し
て
か
ら
数
年
後
、
教
皇
ベ
ネ

デ
ィ
ク
ト
ス
一
二
世
の
命
を
受
け
一
三
三
八
年
に
ア
ヴ
ィ
ニ
ョ
ン
を

出
発
し
大
都
へ
向
か
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
、
イ
ォ
ハ
ン
ネ
ス
・

デ
・
マ
リ
ニ
ョ
ッ
リ
（
一
二
九
〇
年
頃
―
一
三
六
〇
年
頃
）
の
作
品

を
扱
う
。
マ
リ
ニ
ョ
ッ
リ
は
大
都
に
数
年
滞
在
し
た
後
一
三
五
三
年

に
帰
還
し
た
が
、
報
告
書
の
執
筆
は
し
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
現

在
わ
れ
わ
れ
が
知
る
の
は
、
後
に
彼
が
プ
ラ
ハ
滞
在
の
折
に
委
嘱
さ

れ
た
『
ボ
ヘ
ミ
ア
年
代
記
』
改
訂
作
業
の
際
に
付
加
し
た
、
断
片
的

な
旅
行
記
事
の
み
で
あ
る
。
本
書
は
東
方
に
関
わ
る
そ
の
一
部
、
お

よ
び
マ
リ
ニ
ョ
ッ
リ
派
遣
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
、
教
皇
ベ
ネ
デ
ィ

ク
ト
ゥ
ス
一
二
世
宛
書
簡
二
通
（
ト
ゴ
ン
・
テ
ム
ル
お
よ
び
ア
ラ
ン

人
君
侯
よ
り
）
を
訳
出
し
て
い
る（
（2
（

。
マ
リ
ニ
ョ
ッ
リ
の
東
方
関
係
部
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分
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
利
用
し
た
ヴ
ィ
ン
ゲ
ル
ト
の
校
訂
本
以
来

新
た
な
写
本
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
そ
の
後
の
文
献
学
的

検
討
を
踏
ま
え
た
新
た
な
版
が
二
〇
一
三
年
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
出
版

さ
れ
て
い
る（
（2
（

。

　
第
Ⅱ
部
、
第
一
一
章
は
伝
説
上
の
東
方
キ
リ
ス
ト
教
君
主
と
し
て

著
名
な
プ
レ
ス
ビ
テ
ル
・
イ
ォ
ハ
ン
ネ
ス
（
司
祭
ヨ
ハ
ネ
）
の
書
簡

の
全
訳
で
あ
る
。
一
二
世
紀
の
ビ
ザ
ン
ツ
皇
帝
マ
ヌ
エ
ル
一
世
に
宛

て
ら
れ
た
こ
の
ラ
テ
ン
語
書
簡
の
偽
作
者
が
誰
で
あ
る
か
は
な
お

は
っ
き
り
し
な
い
が
、
こ
の
書
簡
自
体
は
広
く
流
布
し
、
一
〇
〇
点

ほ
ど
の
写
本
が
伝
来
す
る
。
原
文
か
ら
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
訳
者

も
指
摘
す
る
よ
う
に
池
上
俊
一
の
も
の
が
あ
る
が
（
二
〇
〇
九
年
）、

本
書
の
訳
の
登
場
に
よ
り
、
内
容
の
理
解
が
進
む
で
あ
ろ
う
。
な
お

二
〇
一
五
年
に
は
Ｋ
・
ブ
ル
ワ
ー
に
よ
っ
て
、
近
年
ま
で
の
研
究
史

に
配
慮
し
た
英
訳
と
新
出
写
本
一
覧
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら

も
参
照
が
勧
め
ら
れ
る（
（2
（

。

　
第
一
二
章
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
商
人
ペ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
に
よ
っ
て

一
三
四
〇
年
頃
に
編
纂
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
『
商
取
引
実
務
』
の

抄
訳
で
あ
る
。
本
作
品
は
各
地
の
市
場
取
引
に
必
要
な
種
々
の
情
報

を
集
積
し
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
国
や
都
市
の
地
理
的
範

囲
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
み
な
ら
ず
東
方
ア
ジ
ア
、
中
国
に
ま
で
至
り
、

モ
ン
ゴ
ル
の
登
場
に
よ
っ
て
変
貌
し
た
一
四
世
紀
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
一
端
を
垣
間
見
せ
て
く
れ
る（
（2
（

。

　
第
一
三
章
は
ボ
ッ
カ
ッ
チ
ォ
『
デ
カ
メ
ロ
ン
』
か
ら
二
つ
の
お

伽
噺
、「
チ
ポ
ッ
ラ
修
道
士
の
旅
」
と
「
ナ
タ
ン
と
ミ
ト
リ
ダ
ネ
ス
」

を
訳
出
す
る
。
東
方
世
界
の
存
在
が
西
欧
で
受
容
さ
れ
て
い
く
過
程

を
示
す
テ
ク
ス
ト
と
し
て
興
味
深
い
。
同
じ
く
受
容
を
示
す
「
テ
ク

ス
ト
」
と
し
て
第
一
四
章
で
訳
者
が
解
説
す
る
の
は
、
リ
コ
ル
ド
ゥ

ス
（
第
五
章
）
と
も
深
い
関
係
を
持
つ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
、
サ
ン
タ
・

マ
リ
ー
ア
・
ノ
ヴ
ェ
ッ
ラ
教
会
の
ス
ペ
イ
ン
礼
拝
堂
壁
画（
一
三
六
五

―
一
三
六
八
年
頃
）で
あ
る
。こ
こ
で
は
東
方
と
深
い
関
わ
り
を
持
っ

た
同
時
代
の
教
皇
や
修
道
会
士
、
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
（
！
）、
そ
し

て
タ
ル
タ
ル
人
が
壁
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
登
場
す
る
。
絵
画
に
お
け
る

モ
ン
ゴ
ル
や
東
方
の
表
象
は
、
一
四
世
紀
イ
タ
リ
ア
の
画
家
た
ち
が

関
心
を
向
け
た
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
っ
た（
（2
（

。
本
章
の
ス
ペ
イ
ン
礼
拝

堂
壁
画
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
具
体
的
な
形
を
も
っ
て
現
れ
て
き
た
東
方

諸
民
族
を
聖
書
の
物
語
に
如
何
に
組
み
込
む
べ
き
か
、
同
時
代
人
か

ら
の
一
つ
の
回
答
を
示
す
貴
重
な
事
例
で
あ
る
。

　
本
書
の
最
後
を
飾
る
の
は
第
一
五
章
、
カ
タ
ラ
ン
・
ア
ト
ラ
ス
で

あ
る
。
西
欧
に
お
け
る
世
界
認
識
の
拡
大
は
、
当
然
な
が
ら
世
界
図

の
伝
統
に
も
革
新
を
も
た
ら
し
た
。
マ
ル
コ
ポ
ー
ロ
や
オ
ド
リ
ク
ス

の
作
品
が
も
た
ら
し
た
東
方
の
情
報
を
初
め
て
全
面
的
に
取
り
込

ん
だ
の
が
こ
の
世
界
図
で
あ
る
。
四
面
八
枚
（
お
よ
び
天
文
学
な

ど
の
解
説
を
行
う
二
面
四
枚
）
の
パ
ネ
ル
か
ら
な
る
こ
の
作
品
は
、

一
三
七
五
年
に
ユ
ダ
ヤ
人
の
地
図
作
家
ク
レ
ス
ケ
ス
親
子
に
よ
っ
て
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描
か
れ
た
と
さ
れ
、ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
東
西
の
様
々
な
地
名
と
人
々
、

伝
承
が
絵
画
と
古
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
語
で
示
さ
れ
て
い
る
。
訳
者
は
こ

の
八
枚
に
書
か
れ
た
テ
ク
ス
ト
を
原
図
か
ら
逐
一
翻
刻
し
、
訳
を
付

し
て
わ
れ
わ
れ
に
提
示
す
る
。
お
そ
ら
く
日
本
語
で
は
初
の
試
み
で

あ
り
、
翻
刻
や
地
名
同
定
の
苦
労
は
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た
か
と
思

う
。訳
者
は
し
か
し
、こ
れ
ま
で
に
全
テ
ク
ス
ト
翻
刻
の
試
み
が
あ
っ

た
か
ど
う
か
述
べ
て
い
な
い
。
実
際
の
と
こ
ろ
、
一
九
七
〇
年
代
に

は
カ
タ
ラ
ン
・
ア
ト
ラ
ス
制
作
六
〇
〇
周
年
を
記
念
し
て
ス
ペ
イ
ン

語
、
ド
イ
ツ
語
、
英
語
版
の
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
が
出
版
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
に
翻
刻
と
翻
訳
、
研
究
が
付
さ
れ
て
い
る（
（3
（

。
訳
者
が
先
行

研
究
の
⑨
に
掲
げ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ソ
ー
ス
の
「The Cresques 

Project

」（
七
五
八
頁
）
に
も
、
少
な
く
と
も
英
語
版
の
書
誌
情
報

は
載
せ
ら
れ
て
い
る（
（3
（

。加
え
て
地
図
の
構
成
や
情
報
源
に
つ
い
て
は
、

杉
山
正
明
に
よ
る
極
め
て
重
要
な
研
究
が
あ
る
こ
と
に
も
触
れ
て
お

か
ね
ば
な
ら
な
い（
（3
（

。

　
さ
て
本
書
の
意
義
は
、
ま
ず
訳
者
自
身
述
べ
る
通
り
、
数
多
く
の

重
要
な
作
品
を
初
め
て
日
本
語
に
移
し
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
近
代
語

か
ら
の
重
訳
し
か
な
か
っ
た
作
品
を
原
典
か
ら
翻
訳
し
直
し
、
ま
と

め
て
提
示
し
た
点
に
あ
る
。
い
ず
れ
も
そ
の
性
格
上
、
個
別
の
地
域

だ
け
で
は
な
く
ユ
ー
ラ
シ
ア
全
土
の
歴
史
に
と
っ
て
重
要
な
史
料
で

あ
り
、
そ
れ
ら
が
一
書
の
優
れ
た
個
人
訳
で
読
め
る
こ
と
は
、
こ
の

上
な
い
メ
リ
ッ
ト
で
あ
る
。
と
り
わ
け
ラ
テ
ン
語
を
読
ま
な
い
こ
の

時
代
の
ア
ジ
ア
史
家
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
史
家
に
と
っ
て
は
、
ま
さ
に
待

望
の
書
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
類
書
に
な
い
特
徴
と
し
て
、
と

く
に
第
Ⅱ
部
に
お
け
る
文
学
作
品
や
図
像
史
料
の
紹
介
は
、
読
者
の

視
野
を
広
げ
る
の
に
大
い
に
貢
献
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

　
た
だ
気
に
な
る
の
は
、
本
書
の
学
術
上
の
位
置
づ
け
を
ど
の
よ
う

に
行
え
ば
よ
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
一
読
す
れ
ば
了
解
さ
れ
る

よ
う
に
、
各
作
品
の
解
説
は
最
小
限
で
あ
り
、
ま
た
訳
注
も
ほ
と
ん

ど
付
さ
れ
て
お
ら
ず
、
予
備
知
識
の
な
い
一
般
読
者
が
必
ず
し
も
容

易
に
内
容
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
近
年
の

歴
史
学
の
研
究
成
果
も
踏
ま
え
ら
れ
て
い
な
い（
（3
（

。
無
論
こ
れ
は
訳
者

の
方
針
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
読
者
は
他
の
文
献
を
読
ん
で

知
識
を
補
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
で
は
一
方
で
翻
訳
そ
れ
自
体
は

ど
う
だ
ろ
う
か
。
訳
者
が
か
つ
て
ポ
ー
ロ
／
ル
ス
テ
ィ
ケ
ッ
ロ
『
世

界
の
記
』
の
翻
訳
を
出
版
し
た
際
に
は
、
同
じ
く
訳
註
は
最
小
限
で

あ
っ
た
も
の
の
、
底
本
と
な
る
テ
ク
ス
ト
の
文
献
学
的
研
究
の
存
在

が
学
術
翻
訳
と
し
て
の
価
値
を
揺
る
ぎ
な
い
も
の
と
し
て
い
た
。
し

か
し
本
書
の
場
合
、
各
作
品
に
お
い
て
用
い
ら
れ
た
底
本
に
は
、
こ

れ
ま
で
指
摘
し
て
き
た
よ
う
に
、
現
在
の
学
術
的
水
準
を
反
映
し
て

い
な
い
も
の
が
か
な
り
あ
る
（
特
に
二
、四
、五
、九
、一
〇
、一
五
）。

研
究
者
が
本
訳
書
を
参
照
す
る
際
に
は
、
新
し
い
校
訂
版
と
の
テ
ク

ス
ト
異
同
を
見
比
べ
な
が
ら
用
い
ね
ば
な
ら
な
い
。
す
な
わ
ち
本
書
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は
、
一
般
書
と
し
て
も
学
術
書
と
し
て
も
中
途
半
端
な
印
象
が
否
め

な
い
の
で
あ
る
。
近
年
の
歴
史
学
・
文
献
学
研
究
を
少
し
で
も
事
前

に
見
て
お
け
ば
、
新
た
な
校
訂
版
の
情
報
も
得
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。
概
し
て
本
書
は
既
存
の
研
究
史
か
ら
や
や
浮
い
て
お

り
、
最
近
の
研
究
と
の
協
力
関
係
が
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
な
ら

な
い（
（3
（

。

　
最
後
に
、
本
書
が
索
引
を
備
え
て
い
な
い
の
は
最
も
惜
し
ま
れ
る

点
の
一
つ
で
あ
る
。
す
で
に
別
巻
で
出
版
さ
れ
て
い
る『
世
界
の
記
』

を
削
っ
て
で
も
、
主
要
な
事
項
・
人
名
・
地
名
な
ど
は
一
覧
に
す
べ

き
で
あ
っ
た
と
思
う
。
同
一
語
の
容
易
な
比
較
対
照
こ
そ
が
、
多
種

多
様
な
作
品
群
を
一
箇
所
に
ま
と
め
る
こ
と
の
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
か
ら
だ
。
索
引
の
欠
如
は
、
訳
者
の
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
対
校
訳

へ
の
書
評
で
も
同
様
に
指
摘
さ
れ
て
い
た
が（
（3
（

、
本
書
の
価
値
を
さ
ら

に
高
め
る
た
め
に
も
、
重
版
の
際
に
は
対
応
を
期
待
し
た
い
。

　
い
ろ
い
ろ
贅
言
を
述
べ
て
き
た
が
、
本
訳
書
の
圧
倒
的
な
価
値
は

ま
っ
た
く
揺
る
ぐ
も
の
で
は
な
い
。
中
世
を
学
ぶ
す
べ
て
の
者
に

と
っ
て
必
須
の
友
と
な
ろ
う
。
訳
者
自
身
が
「
は
じ
め
に
」
で
期
待

し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
こ
に
収
録
さ
れ
た
各
作
品
の
良
質
な
校
訂
本

お
よ
び
写
本
か
ら
の
全
訳
そ
し
て
専
門
的
な
註
釈
や
解
説
は
、
今
後

の
世
代
の
仕
事
で
あ
る（
（3
（

。



－  222  －－  223  －

史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

註（１
）Björn W

eiler, “M
atthew

 Paris on the W
riting of H

istory”, 
Journal of M

edieval H
istory , 35–3, 2009, pp. 254–278.

（
２
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
そ
れ
な
り
の
研
究
の
蓄
積
が
あ
る
。John 

J. Saunders, “M
atthew

 P
aris and the M

ongols”, in 
Thayron A

. Sandquist &
 M

ichael R
. Pow

icke (eds.), 
E

ssays in M
edieval H

istory presented to B
ertie W

ilkinson , 
Toronto, U

niversity of Toronto Press, 1969, pp. 116–132; 
H

ans-E
berhard H

ilpert, K
aiser- und Papsbriefe in den 

C
hronica m

aiora des M
atthaeus Paris , Stuttgart, K

lett-
C

otta, 1981, S. 153–164; Szuszanna Papp, “Tartars 
on the Frontiers of E

urope: the E
nglish Perspective”, 

A
nnual of M

edieval Studies at the C
E

U
, 11, 2005, pp. 

231–246. A
ltay T. Ö

zcan, “Chronica M
aiora’da M

oğollara 
D

air K
ayıtlar”, Tarih O

kulu D
ergisi , 16, 2013, s. 23–77

に
一
覧
が
あ
り
便
利
で
あ
る
。

（
３
）H

enry Richards Luard (ed.), M
atthaei Parisiensis, m

onachi 
Sancti A

lbani, C
hronica m

ajora , vol. III (A
.D

. 1216 to 
A

.D
. 1239), London, Longm

an &
 Co., 1876, pp. 488–489.

（
４
）H

einrich D
örrie, “D

rei Texte zur G
eschichte der U

ngarn 
und M

ongolen: D
ie M

issionsreisen des fr. Julianus O
.P. 

ins U
ralgebiet (1234/5) und nach R

ußland (1237) und 
der B

ericht des E
rzbischofs Peter über die Tartaren”, 

N
achrichten der A

kadem
ie der W

issenschaften in 
G

öttingen , 6, 1956, S. 125–202. 

近
年
の
研
究
と
し
てРоман 

Х
аутала, “Ранние венгерские сведения о западном 

походе м
онголов (1235–1242)”, R

ossica A
ntiqua , 10, 

2014, с. 71–101.

（
5
）British M

useum
, Royal M

S, Reg. 14, C. 7. H
enry Richards 

L
uard (ed.), M

atthaei P
arisiensis, m

onachi S
ancti 

Albani, C
hronica m

ajora , vol. V
 (A.D

. 1248 to A
.D

. 1259), 
London, Longm

an &
 Co., 1880, pp. vii–xx

を
参
照
。

（
6
）G

iovanni di Pian di Carpine, Storia dei M
ongoli , Enrico 

M
enestò et al. (a cura di), Spoleto, C

entro italiano di 
studi sull’alto m

edioevo, 1989. 

こ
こ
で
は
訳
者
が
底
本
と
し
た

一
九
二
九
年
の
校
訂
本
刊
行
後
に
発
見
さ
れ
た
四
写
本
が
踏
ま
え
ら

れ
て
お
り
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
語
訳
と
詳
細
な
訳
註
も
付
さ
れ
て
い
る
。

な
お
訳
者
の
言
及
し
て
い
な
い
近
年
の
重
要
な
近
代
語
訳
と
し
て
、

Johannes von Plano C
arpini, K

unde von den M
ongolen 

(1245–1247) , Felicitas Schm
ieder (übers.), Sigm

aringen, 
Thorbecke, 1997 (

ド
イ
ツ
語
訳) ; Jean de Plancarpin, D

ans 
l’em

pire m
ongol , Thom

as T
anase (trad.), Toulouse, 

Anacharsis, 2014 (

フ
ラ
ン
ス
語
訳) .

（
7
）
本
書
で
は
言
及
さ
れ
な
い
が
、
こ
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
に
よ
る

一
二
四
七
年
の
別
の
報
告
を
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
士
の
ブ
リ
デ
ィ

ア
が
『H

ystoria Tartarorum

』
と
し
て
記
録
し
て
お
り
、
以
下

の
邦
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
海
老
澤
哲
雄
、
宇
野
伸
浩
「C. de 

Bridia

に
よ
るH

ystoria Tartarorum
 

訳
・
注
（
1
）（
2
）」『
内

陸
ア
ジ
ア
言
語
の
研
究
』
一
〇
号
、
一
九
九
五
年
、
一
三
―
六
五
頁

お
よ
び
一
一
号
、
一
九
九
六
年
、
六
七
―
一
二
〇
頁
。

（
8
）
本
書
簡
は
、
訳
者
が
依
拠
し
たM

G
H

版
で
は
な
く
、
以
下

の
新
版
を
用
い
る
ほ
う
が
よ
い
。K

arl-E
rnst Lupprian, 

D
ie B

eziehungen der P
äpste zu islam

ischen und 
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m
ongolischen H

errschern im
 13. Jahrhundert anhand 

ihres B
riefw

echsels , C
ittà del V

aticano, B
iblioteca 

A
postolica V

aticana, 1981, S. 146–149 (N
r. 21).

（
9
）
グ
ユ
ク
の
ペ
ル
シ
ア
語
返
書
に
は
す
で
に
複
数
の
日
本
語
訳
が
あ

り
、
そ
れ
ら
の
存
在
に
も
触
れ
る
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
海
老
澤
哲

雄
「
グ
ユ
ク
の
教
皇
あ
て
ラ
テ
ン
語
訳
返
書
に
つ
い
て
」『
帝
京
史
学
』

一
九
号
、
二
〇
〇
四
年
、
五
九
―
八
三
頁
：
六
二
―
六
五
頁
お
よ
び

註
一
一
に
挙
げ
ら
れ
た
さ
ら
な
る
先
行
訳
を
参
照
。
ま
た
こ
の
ペ
ル

シ
ア
語
返
書
の
ラ
テ
ン
語
版
が
、
前
述
の
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
ゥ
ス
・
ポ

ロ
ヌ
ス
報
告
の
末
尾
に
付
さ
れ
て
い
る
が
（
本
書
九
六
―
九
七
頁
）、

両
者
の
関
係
に
つ
い
て
も
本
註
の
海
老
澤
論
文
を
参
照
。

（
10
）Jean Richard, Au-delà de la Perse et de l'Arm

énie. L'O
rient 

latin et la découverte de l’A
sie intérieure : Q

uelques 
textes inégalem

ent connus aux origines de l’alliance 
entre Francs et M

ongols (1145–1262) , Turnhout, Brepols 
Publishers, 2005, p. 83–158 (

フ
ラ
ン
ス
語
訳); Sim

on de Saint 
Q

uentin, B
ir K

eşiş’in A
nılarında Tatarlar ve A

nadolu 
1245–1248 , E

rendiz Ö
zbayoğlu (Ç

ev.), A
lanya, D

aktav 
Yayınları, 2006 (

ト
ル
コ
語
訳). 

こ
の
他
に
、
半
分
ほ
ど
の

分
量
の
ロ
シ
ア
語
訳
が
存
在
す
る
（
本
書
の
章
番
号
で1–18
、

20–21

、31–52

、
お
よ
び
本
書
で
省
略
さ
れ
た
三
つ
の
章
［
次
註

参
照
］）：Н

иколай Горелов, К
нига ст

ранст
вий , Санкт-

П
етербург, А

збука-классика, 2006, с. 79–116. 

な
お
本
訳

書
が
出
た
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
英
語
訳
も
出
版
さ
れ
た
。Stephen 

P
ow

 et al., S
im

on of S
aint-Q

uentin: H
istory of the 

Tartars , 2019 (w
w

w
.sim

onofstquentin.org).

（
11
）た
だ
し
信
仰
に
関
す
る
若
干
の
章
が
省
略
さ
れ
て
い
る（XXXI-96, 

XXXI-98, XXXII-53

）。

（
12
）
海
老
澤
哲
雄
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
と
教
皇
使
節
―
―
シ
モ
ン
修
道
士

の
対
モ
ン
ゴ
ル
交
渉
記
録
の
再
検
討
―
―
」『
埼
玉
大
学
紀
要
　
教
育

学
部
（
人
文
・
社
会
科
学
Ⅱ
）』
三
九
巻
一
号
、
一
九
九
〇
年
、
二
九

―
四
二
頁
。

（
13
）
海
老
澤
哲
雄
「
一
二
四
七
年
の
バ
イ
ジ
ュ
の
教
皇
あ
て
書
簡
に
つ

い
て
」『
比
較
文
化
史
研
究
』
九
号
、
二
〇
〇
八
年
、
二
五
―
四
一
頁
。

（
14
）
こ
の
点
に
つ
い
て
はK

oji M
urata, “The M

ongol’s Approach 
to Anatolia and the Last C

am
paign of Em

peror John III 
V

atatzes”, G
reek, R

om
an, and B

yzantine Studies , 55–2, 
2015, pp. 470–488: pp. 482–487.

（
15
）
こ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い
て
は
、
訳
者
が
挙
げ
る
文
献
の
ほ
か

に
、
海
老
澤
哲
雄
「
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
＝
西
欧
交
渉
史
上
の
一
問
題
：

「
エ
ル
ケ
ル
タ
イ
」
の
ル
イ
九
世
宛
書
簡
の
再
検
討
」『
東
洋
史
研
究
』

三
五
巻
一
号
、
一
九
七
六
年
、
八
四
―
一
〇
八
頁
が
重
要
で
あ
る
（
エ

ル
チ
ギ
デ
イ
書
簡
の
真
正
性
へ
の
疑
問
）。

（
16
）G

uglielm
o di R

ubruck, V
iaggio in M

ongolia , Paolo 
C

hiesa (a cura di), M
ilano, Fondazione Lorenzo V

alla, 
2011.

（
17
）Peter Jackson &

 D
avid M

organ, The M
ission of Friar 

W
illiam

 of R
ubruck , Indianapolis, The H

akluyt Society, 
1990. 

本
英
訳
は
日
本
語
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
宇
野
伸
浩
「
書

評
：Peter Jackson &

 D
avid M

organ, T
he m

ission of 
Friar W

illam
 of R

ubruck

」『
内
陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
一
二
号
、

一
九
九
七
年
、
八
九
―
九
七
頁
。

（
18
）
詳
細
は
海
老
澤
哲
雄
「
ル
イ
王
あ
て
モ
ン
ケ
書
簡
・
フ
レ
グ
書
簡

覚
書
」『
社
会
文
化
史
学
』
五
二
号
、
二
〇
〇
九
年
、
三
一
―
四
八
頁
。
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史
苑
（
第
八
〇
巻
第
二
号
）

（
19
）R

iccold D
e M

onte Croce, Pérégrination en Terre sainte 
et au Proche O

rient / Lettres sur la chute de Saint-
Jean d’A

cre , R
ené K

appler (éd. et trad.), Paris, H
onoré 

C
ham

pion, 1997 (

本
書
の
日
本
語
訳
に
対
応
す
る
の
はp. 78–

114).

（
20
）
ラ
テ
ン
語
版
に
つ
い
て
は
訳
者
の
用
い
たK

öhler

版
の
他
に

次
も
有
益
：Sven D

örper, D
ie G

eschichte der M
ongolen 

des H
ethum

 von K
orykos (1307) in der R

ückübersetzung 
durch Jean le Long, Traitiez des estas et des conditions 
de quatorze royaum

es de A
ise (1351). K

ritische E
dition. 

M
it parallelem

 A
bdruck des lateinischen M

anuskripts 
W

roclaw
, B

iblioteka U
niw

ersytecka, R
 262 , Frankfurt am

 
M

ain, Peter Lang, 1998.

（
21
）
訳
者
が
挙
げ
て
い
な
い
近
年
の
現
代
語
訳
と
し
て
、H

e’tum
 the 

H
istorian’s H

istory of the Tartars: The Flow
er of H

istories 
of the E

ast , R
obert Bedrosian (trans.), Long Branch, N

J, 
2004 (

英
語
訳
。
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ソ
ー
ス); Н

иколай Горелов, 
К

нига ст
ранст

вий  (

註
一
〇), с. 211–274 (

第
一
～
三
巻［
三

巻
二
〇
―
四
四
章
を
除
く
］お
よ
び
第
四
巻
一
〇
章
の
ロ
シ
ア
語
訳).

（
22
）
訳
者
は
一
七
世
紀
の
刊
本
に
基
づ
い
て
い
る
が
、Lupprian, D

ie 
B

eziehungen 

（
註
八
）, S. 255–257 (N

r. 54)

に
新
版
が
あ
る
。

（
23
）
原
文
か
ら
（
？
）
の
日
本
語
訳
と
し
て
は
佐
口
透
『
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
と
西
洋
』（
平
凡
社
、
一
九
七
〇
年
）、
一
九
七
―
一
九
九
頁
が
挙

げ
ら
れ
る
（
当
該
頁
で
は
ど
こ
か
ら
の
翻
訳
か
明
示
し
て
い
な
い

が
、
ド
ー
ソ
ン
（
佐
口
透
訳
注
）『
モ
ン
ゴ
ル
帝
国
史
５
』［
平
凡
社
、

一
九
七
六
年
］、
二
五
六
頁
で
こ
れ
が
「
原
典
か
ら
の
和
訳
文
」
と
注

記
し
て
あ
る
の
で
、
一
応
そ
れ
に
従
う
）。
書
簡
テ
ク
ス
ト
の
校
訂

版
そ
の
他
の
情
報
に
つ
い
て
はYasuhiro Yokkaichi, “Chinese 

Seals in the M
ongol O

fficial D
ocum

ents in Iran: R
e-

exam
ination of the Sphragistic System

 in the Il-khanid 
and Yuan D

ynasties”, in 

新
疆
吐
魯
番
学
研
究
院
編
『
吐
魯
番

学
研
究
：
第
三
届
吐
魯
番
学
曁
欧
亜
遊
牧
民
族
的
起
源
与
遷
変
国
際

学
術
研
討
会
論
文
集
』（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
）、pp. 

215–230: p. 225

を
参
照
。

（
24
）O

dorico da Pordenone, R
elatio de m

irabilibus orientalium
 

T
atarorum

, A
nnalia M

archisio (a cura di), Firenze, 
Sism

el, Edizioni del G
alluzzo, 2016. 

そ
の
概
要
に
つ
い
て

はA
nnalia M

archisio, “M
any V

ersions, O
ne E

diton. 
O

dorico da Pordenone’s Travel to China”, The Journal of 
M

edieval Latin , 26, 2016, pp. 43–75.

（
25
）
こ
の
二
通
は
（
訳
者
は
明
示
し
な
い
が
）
ラ
テ
ン
語
版
の
み
で
伝

来
す
る
。
訳
者
が
利
用
し
た
一
七
世
紀
の
刊
本
の
他
に
、G

eorges 
D

aum
et (éd.), B

enoit X
II, 1334-1342: lettres closes, 

patentes et criales se rapportant à la France , Paris, Albert 
Fontem

oing, 1899-1920, col. 337-338 (nos. 550-551)

が

通
常
参
照
さ
れ
る
。 

教
皇
庁
へ
の
使
節
派
遣
に
関
す
る
最
新
の
文

献
と
し
てN

am
 Jong-K

uk, “The E
nvoy to Pope B

enedict 
XII Sent by the G

reat K
han in 1336”, Journal of W

estern 
M

edieval H
istory , 44, 2019, pp. 101-126.

（
26
）Irene M

alfatto (a cura di), “Le digressioni sull’O
riente nel 

«C
hronicon B

ohem
orum

» di G
iovanni de' M

arignolli”, in 
R

ossana E
ugenia G

uglielm
etti (a cura di), E

 codicibus , 
2013, pp. i–xii &

 1–28 (http://ecodicibus.sism
elfirenze.

it). 

訳
者
が
挙
げ
て
い
な
い
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
語
訳
と
し
て
、Jean 
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高
田
英
樹
（
編
訳
）『
原
典
　
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
東
方
記
』（
村
田
）

de M
arignoli, Au jardin d’É

den , Christine G
adrat (trad.), 

Toulouse, A
nacharsis, 2009.

（
27
）K

eagan Brew
er (ed.), Prester John: The Legend and its 

Sources , Farnham
, Ashgate, 2015.

（
28
）
近
年
の
邦
語
研
究
と
し
て
、
森
新
太
「
顕
示
行
為
と
し
て
の
『
商

売
の
手
引
き
』
編
纂 : 

ペ
ゴ
ロ
ッ
テ
ィ
の
『
手
引
』
を
一
例
に
」『
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
一
三
号
、
二
〇
一
六
年
、
七
九
―
九
二
頁
。

（
29
）Lauren Arnold, Princely G

ifts and Papal Treasures: The 
Franciscan M

ission to C
hina and Its Influence on the Art 

of the W
est, 1250-1350 , San Francisco, D

esiderata Press, 
1999.

（
30
）
評
者
の
参
照
で
き
た
の
は
英
語
版
の
み
。G

eorges G
rosjean (ed.), 

M
apam

undi: the C
atalan Atlas of the Year 1375 , Zurich, 

U
rs G

raf Publishing Com
pany, 1978. 

さ
ら
に
評
者
は
参
照

で
き
な
か
っ
た
が
、
以
下
の
研
究
に
よ
れ
ば
二
〇
〇
五
と
二
〇
〇
八

年
に
も
新
た
な
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
版
が
出
版
さ
れ
た
と
の
こ
と
。

M
ontserrat G

alera i M
onegal, “Estudi raonat de les fonts 

docum
entals de l’A

tles català de 1375. D
es del seu inici 

fins a l’actualitat”, Treballs de la Societat C
atalana de 

G
eografia , 80, 2015, p. 9–66: p. 51–52.

（
31
）http://w

w
w

.cresquesproject.net/catalan-atlas-legends 
(

二
〇
二
〇
年
一
月
二
九
日
最
終
確
認).

（
32
）
杉
山
正
明
「
東
西
の
世
界
図
が
語
る
人
類
最
初
の
大
地
平
」
藤
井

譲
治
、
杉
山
正
明
、
金
田
章
裕
編
『
大
地
の
肖
像
―
―
絵
図
・
地
図

が
語
る
世
界
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
七
年
、
五
四
―

八
三
頁
（
本
文
献
は
早
川
尚
志
氏
に
ご
教
示
頂
い
た
。
感
謝
申
し
上

げ
る
）。

（
33
）
こ
の
点
に
お
い
て
、
た
と
え
ば
護
雅
夫
に
よ
る
カ
ル
ピ
ニ
や
ル
ブ

ル
ク
旧
訳
の
価
値
は
失
わ
れ
て
い
な
い
。

（
34
）
本
書
全
体
の
テ
ー
マ
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
と
東
方
（
モ
ン
ゴ

ル
）
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
近
年
の
動
向
と
し
て
、
小
澤
実
「
モ
ン

ゴ
ル
帝
国
期
以
降
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
と
の
交
渉
」

『
東
洋
史
研
究
』
七
一
巻
三
号
、
二
〇
一
二
年
、
四
三
八
―
四
二
三

頁
。
こ
の
動
向
論
文
以
降
の
重
要
な
研
究
と
し
て
一
点
の
み
挙
げ
て

お
く
。Thom

as Tanase, « Jusqu’aux lim
ites du m

onde ». 
La papauté et la m

ission franciscaine, de l’Asie de M
arco 

Polo à l’Am
érique de C

hristophe C
olom

b , R
om

e, Éditions 
de l’École française de R

om
e, 2013.

（
35
）
四
日
市
康
博
「
高
田
英
樹
〔
訳
〕『
マ
ル
コ
・
ポ
ー
ロ
　
ル
ス
テ
ィ

ケ
ッ
ロ
・
ダ
・
ピ
ー
サ
　
世
界
の
記
：「
東
方
見
聞
録
」
対
校
訳
』」『
内

陸
ア
ジ
ア
史
研
究
』
三
一
号
、
二
〇
一
六
年
、
一
八
五
―
一
九
六
頁
：

一
八
九
頁
。

（
36
）
本
書
評
の
準
備
に
あ
た
っ
て
、
名
古
屋
大
学
出
版
会
よ
り
書
評
し
た

書
籍
の
提
供
を
受
け
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。
ま
た
執
筆
に

際
し
て
日
本
学
術
振
興
会
科
研
費
（19K

13389

）
の
支
援
を
受
け
た
。

（
名
古
屋
大
学
高
等
研
究
院
特
任
助
教
）
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